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ま え が き 

 

 「公的年金制度の財政基盤及び最低保障機能の強化等のための国民年金法等の一部を改正

する法律」が 2012 年 8 月に成立し、短時間労働者に対する社会保険の適用範囲が拡大される

こととなった。厚生年金・健康保険の被保険者（国民年金の第 2 号被保険者）として、2016

年 10 月以降はこれまでの週所定労働時間 30 時間以上に加え、新たに週所定労働時間 20 時間

以上、月額賃金 8 万 8 千円以上、勤務期間 1 年以上のすべての要件を満たす短時間労働者（た

だし、学生及び従業員数 500 人以下の企業に使用される者は除く）も対象になる。 

 短時間労働者に対する社会保険の適用拡大をめぐっては、この間、数次にわたり検討が重

ねられ、2007 年には短時間労働者に対する厚生年金の適用拡大を含む被用者年金制度の一元

化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律案が国会に提出されたものの、衆

議院の解散により廃案になった等の経緯がある。こうしたなか、今般の法律の成立を受け労

使はどう行動する意向なのか、短時間労働者の雇用管理にどのような影響があるのかなどを

把握するため、本研究では事業所とそこで雇用されている短時間労働者の双方に対するアン

ケート調査と、企業及び労働組合を対象としたインタビュー調査を実施した。 

 結果をみると、短時間労働者に対する社会保険の適用拡大に向けた事業所の対応・検討は

既に始められており、「適用拡大要件にできるだけ該当しないよう所定労働時間を短くし、そ

の分より多くの短時間労働者を雇用」する方向性や、「短時間労働者の人材を厳選し、一人ひ

とりにもっと長時間働いてもらい雇用数を抑制」する方向性のほか、他の労働力の活用など

が模索されている。これに伴い、適用拡大対象の短時間労働者の働き方も、長時間化と短時

間化の二極化が進展し、新たに社会保険が適用されるようになる者が現れる一方、雇用保険

の対象からも外れてしまう者が増加する恐れもあることが示唆されている。 

 本報告書が、今後の政策論議の活性化に資すれば幸いである。調査の実施に当たり、ご協

力いただいた多くの事業所・短時間労働者の方々に厚く御礼申し上げたい。 
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